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（文責本人）  （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

の
経
験
と
技
能
が
重
要
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
人
材

育
成
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
。答

（
市
長
）�

　

経
験
値
を
取
り
入
れ
た

し
っ
か
り
と
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
誰
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。

問�

　
作
業
機
材
、
運
搬
用
ト

ラ
ッ
ク
等
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
が
現
状
は
。

答
（
市
長
）�

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
備

は
、
適
宜
補
修
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

問�

　
製
造
さ
れ
た
堆
肥
の
置

く
場
所
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

は
充
分
か
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
稼
働
率
が
70
％
前
後
、

こ
の
先
一
般
家
庭
向
け
の

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
作
る

の
で
あ
れ
ば
、
ス
ペ
ー
ス

を
増
や
し
た
い
。

　

現
時
点
で
は
充
分
と
思

わ
れ
る
が
、
合
理
的
な
考

え
の
も
と
に
、
話
し
合
い

を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

問�

　
堆
肥
製
造
に
は
、
長
年

市
長	

肥
料
高
騰
、
こ
れ
か
ら
堆
肥
の
担
う

	

役
割
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
く
る

昆 明美  議員

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

リスキリング “社会人の学び直し”を
取り入れた遠野市の観光について

一問一答方式

問�

　
こ
れ
か
ら
伸
び
る
当
市

の
観
光
、
宿
泊
業
に
リ
ス

キ
リ
ン
グ
「
社
会
人
の
学

び
直
し
」
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
見
解
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
役
所
で
は
、講
習
会
、

視
察
研
修
を
進
め
て
い

る
。

　

外
部
か
ら
も
講
師
を
お

招
き
し
な
が
ら
勉
強
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
職
場

に
お
い
て
、
材
料
は
準
備

し
て
も
一
番
重
要
な
の

は
、
個
々
の
や
る
気
の
問

題
が
非
常
に
大
き
い
。

　

自
分
に
対
す
る
投
資
、

自
己
投
資
す
る
そ
の
気
持

ち
が
成
長
に
も
繋
が
る
し
、

そ
れ
が
遠
野
市
の
発
展
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
今
後

も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問�

　
観
光
ガ
イ
ド
、
語
り
部

の
現
状
は
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
ガ
イ
ド
26
名
、
令

和
４
年
度
案
内
し
た
観
光

客
は
、
１
０
３
３
人
。
若

い
ガ
イ
ド
さ
ん
が
増
え
て

い
る
。
非
常
に
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
で
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
山
歩
き
）、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
等
、
ガ
イ
ド
の

若
返
り
に
合
わ
せ
て
、
新

メ
ニ
ュ
ー
開
発
が
必
要
。

　

語
り
部
は
現
在
11
名
で
、

若
い
方
も
会
員
に
な
っ
て
お

り
、
常
時
募
集
し
て
い
る
。

　

特
に
、
子
ど
も
語
り
部

へ
の
継
承
が
市
内
４
校
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
地

域
の
プ
ラ
イ
ド
（
地
域
の

伝
承
や
文
化
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
事
）、
誇
り
、

自
尊
心
が
育
ま
れ
る
と
実

感
し
て
い
る
。

問�

　
今
後
の
遠
野
市
の
観
光

に
つ
い
て
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
は
遠
野
市
に
と
っ

て
重
要
な
産
業
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ

る
。「
持
続
可
能
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
に
す
る
に

は
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
参
加
者
、
関
係
者

が
い
て
成
り
立
つ
。
市
長

の
思
い
だ
け
よ
り
も
、
地

域
住
民
の
満
足
度
が
重
要

と
考
え
る
。

市長 	自己投資する
	 　その気持ちが成長に繋がる

問�

　
一
般
財
団
法
人
Ｔ
Ｒ
Ｃ

は
第
三
セ
ク
タ
ー
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
の
新
た
な
第
三

セ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
議
会
へ
の
毎

年
の
収
支
状
況
報
告
も
行

う
。問�

　
予
算
が
既
に
承
認
さ
れ

て
お
り
、
出
え
ん
金
だ
か

ら
議
決
し
な
い
と
説
明
を

聞
い
て
い
る
。
予
算
が
承

認
さ
れ
る
前
に
出
え
ん
金

の
支
出
と
な
れ
ば
議
決
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

予
算
承
認
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
出
え
ん
金
も

出
資
金
と
同
様
に
議
決
が

必
要
と
考
え
る
。
過
去
、

議
会
に
行
っ
た
説
明
は
誤

り
で
あ
っ
た
。

問�

　

設
立
の
背
景
と
目
的

は
。答

（
市
長
）�

　

空
き
家
対
策
を
行
う
た

め
に
設
立
し
た
。
例
え
ば

債
権
債
務
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
物
件
、
金
融
機
関

や
弁
護
士
さ
ん
等
、
様
々

な
と
こ
ろ
と
の
協
議
が
必

要
に
な
る
。
ま
た
、
競
売

物
件
等
、
金
額
の
や
り
取

り
を
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。
こ
れ
は
行
政

で
の
取
り
組
み
に
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
設
立
に
至

っ
た
。

問�

　
現
在
の
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

本
年
４
月
28
日
に
設
立

登
記
し
た
。
現
在
は
中
央

通
り
に
あ
る
、
遠
野
テ
レ

ビ
の
ま
ち
な
か
ス
タ
ジ
オ

内
に
事
務
局
を
設
置
。
代

表
理
事
等
役
員
８
名
、
非

常
勤
職
員
１
名
の
体
制
で

業
務
を
行
う
。
遠
野
市
移

住
相
談
員
も
１
名
配
置
予

定
で
あ
る
。

問�

　
今
後
の
計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
５
年
度
は
３
件
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
３
件
に
着

手
し
て
３
件
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
想
像
し
て
い

る
。
10
件
着
手
し
て
３
件

程
度
の
実
績
に
な
る
と
思

っ
て
い
る
。
空
き
家
を
改

築
す
る
こ
と
が
先
で
は
な

く
て
、
空
き
家
の
利
用
目

的
に
沿
っ
て
改
築
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅

を
中
心
と
し
た
中
心
市
街

地
だ
け
で
は
な
く
、
各
町

の
中
心
部
で
、
例
え
ば
居

酒
屋
を
や
り
た
い
と
い
う

方
の
目
的
に
沿
っ
た
個
別

の
計
画
を
立
て
て
い
く
。

問�

　

こ
の
事
業
に
関
わ
ら

ず
、
市
民
理
解
を
得
る
周

知
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。答

（
市
長
）�

　

本
事
業
も
宣
伝
し
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
市
民
の
皆
様
に
趣

旨
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
物
件
の
情
報
を
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
し

な
い
と
事
業
が
進
ま
な
い

と
思
う
の
で
、
非
常
に
重

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。

市
長	

遠
野
市
の
新
し
い
第
三
セ
ク
タ
ー

小松 正真 議員

一
般
財
団
法
人
Ｔ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て

一問一答方式

設立目的は
市長 		空き家等、行政で手出し

できない物件に対応する

堆肥の担う役割これから大きくなる

語り部の熱演
遠野市観光協会提供
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